"Cultural Propaganda for Germany" and Japanology : On the "Report about the Council for Japanese Cultural Affairs" (1936) by 恒木 健太郎
【資料報告】日本学をめぐる「對獨文化工作」の動向──「全獨日本人文化事業關係者會議ニ關スル報告書」（1936 年）について── 

























日独文化交流への力の入れようである。1938 年から翌 39 年にかけて日独交
換教授に選ばれており、またベルリン日本研究所代表を務めた。39 年 3 月に
はすでにドイツに併合されていたオーストリアのキッツビュールにおいて物
理学者の朝永振一郎なども参加した第 1 回日独学徒大会を在独日本大使館員
らと協力して実行しており、同年 4 月にはヒトラー総統 50 歳祝賀観兵式なら
〔 154 〕 
びに茶会に駐独大使らとともに参加している。日本に帰国後は財団法人日独



















所蔵されている 1936 年 6 月 17 日付の在独帝国大使館の森島守人より在フラ
ンクフルト北山淳友宛ての手紙（荒木 710/01）を確認すると、これが機密文









〔 155 〕 
















































































告でも強められる。この挨拶は会議第 1 日目の 5 月 12 日に行われたものであ
るが、その内容は今日的にみても極めて興味深い。まず、武者小路公共大使





















〔 158 〕 










































(a)地位 (b)組織 (c)事業 
（２）日本學講座 






























































〔 161 〕 
年に設立された「コロニヤル、インスチチユト」である。そこにおいて日本
研究は「オストアジアテイシエス、ゼミナール」のもとで「支那学」と並存
していたが、1915 年に独立の講座となった。担当教授は 1915 から 35 年まで
「フローレンス」、1936 年からは「グンデルト」である。本講座は「學位試
験ノ一単位ヲ構成」している。日本人講師への嘱託は 1927 年より始まってお






















学への受講者は 10 名から 20 名程度だが、仏教史や現代日本をも北山が講じ
ているフランクフルト大学においては一般講演を行って 35 名程度を集めて
いたというのである。 




































・ ボン：仏教学 Japanische Religion und Philosophie（「カレー」教授および
松本德明氏との関係） 























































































































































〔 168 〕 
権との文化交流に熱心だった荒木の動向をいかなる関係をもつのか。この会
議に出席した登場人物についても未調査である。これらについては今後の課
題とさせて頂きたい。本稿を通じて日本の「対獨文化工作」の実態解明への
関心が高まることを祈念し、筆を擱くこととする。 
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